
 
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
問
１
～
問
４
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

昔
、
帝
あ
り
。
国
を
治
め
て
の
ち
、
諸
臣
に
「
我
よ
く
国
を
治
む
。
賢
帝
な
り
や
。
」

と
問
ふ
。
諸
臣
み
な
、
帝
に
告
げ
て
、
帝
は
な
は
だ
よ
く
治
む
と

①

言
ふ
と
き
、
一

人
の
臣
あ
り
て
、「
帝
、
賢
帝
な
ら
ず
。」
と
言
ふ
。
帝
、「
い
か
な
る
ゆ
ゑ
か
。」
と

問
へ
ば
、「
さ
き
に
隣
国
を
打
ち
破
り
し
と
き
、
そ
の
国
を
帝
の
弟
に
与
へ
ず
し
て
、

子
息
に
与
へ
し
ゆ
ゑ
な
り
。」
と
言
ふ
。

②

そ
の
臣
、
帝
の
心
に
か
な
は
ず
し
て
、
追

ひ
た
て
ら
れ
け
り
。 

そ
の
の
ち
、
ま
た
一
人
の
臣
に
「
我
よ
く(

注)

仁
帝
な
り
や
。
」
と
問
ふ
に
、
そ
の

臣
、「
は
な
は
だ
よ
く
仁
な
り
。
」
と
言
ふ
。
帝
、「
い
か
な
る
ゆ
ゑ
か
。
」
と
問
へ
ば
、

「
仁
帝
に
は
忠
臣
あ
り
。
忠
臣
は
直
言
あ
る
な
り
。
さ
き
の
臣
、
は
な
は
だ
直
言
あ

り
。
こ
れ
忠
臣
な
り
。
仁
帝
に
あ
ら
ず
は
得
じ
。」
と
言
ふ
。

③

す
な
は
ち
、
帝
、
こ

れ
を
感
じ
て
、
さ
き
の
臣
を
召
し
返
さ
れ
ぬ
。 （「

正
し
ょ
う

法ぼ
う

眼げ
ん

蔵ぞ
う

随ず
い

聞も
ん

記き

」
に
よ
る
。） 

(

注)
 

仁
帝
＝
い
つ
く
し
み
や
、
思
い
や
り
の
あ
る
帝
。 


